
 
 

  

 

2019 年 9 月 12 日 

各      位 

会 社 名 株式会社ながの東急百貨店 

代表者名 取締役社長 小笠原 弘 

 (コード：9829 東証 JASDAQ) 

問合せ先 常務取締役 
業務本部長 根岸 健一 

 (TEL 026-226-8181) 

 

第２四半期累計期間及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2019 年３月 15 日に公表いたしました 2020 年１月期第２

四半期累計期間（2019 年２月１日〜2019 年７月 31 日）及び 2020 年１月期（2019 年２月１日～2020

年１月 31 日）の業績予想を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 

１．連結業績予想の修正について 

 (1) 2020 年１月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正（2019 年２月１日〜2019 年７月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益
 百万円 百万円 百万円 百万円     円 銭

前回発表予想(Ａ) 8,943 127 112 61 63.93 

今回修正予想(Ｂ) 8,550 22 7 △6 △6.37 

増減額(Ｂ－Ａ) △393 △105 △105 △67  

増減率(％) △4.4 △82.7 △93.8 ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2019 年１月期第２四半期) 
8,840 117 100 2 2.59 

  

(2) 2020 年１月期通期連結業績予想数値の修正（2019 年２月１日〜2020 年１月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円     円 銭

前回発表予想(Ａ) 18,235 253 224 102 106.62 

今回修正予想(Ｂ) 17,671 123 96 40 42.24 

増減額(Ｂ－Ａ) △564 △130 △128 △62  

増減率(％) △3.1 △51.4 △57.1 △60.8  

(ご参考)前期実績 

(2019 年１月期) 
18,238 247 219 92 96.78 

 



２．個別業績予想の修正について 

(1) 2020 年 1 月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正（2019 年２月１日〜2019 年７月 31 日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円       円 銭

前回発表予想(Ａ) 7,761 108 59 62.13 

今回修正予想(Ｂ) 7,429 8 △4 △4.71 

増減額(Ｂ－Ａ) △332 △100 △63  

増減率(％) △4.3 △92.6 ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2019 年１月期第２四半期) 
7,658 96 12 12.58 

 

(2) 2020 年 1 月期通期個別業績予想数値の修正（2019 年２月１日〜2020 年 1 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円       円 銭

前回発表予想(Ａ) 15,865 220 101 106.10 

今回修正予想(Ｂ) 15,368 97 42 44.51 

増減額(Ｂ－Ａ) △497 △123 △59  

増減率(％) △3.1 △55.9 △58.4  

(ご参考)前期実績 

(2019 年１月期) 
15,857 212 101 106.18 

 

３． 修正の理由（連結・個別） 

第２四半期累計期間の売上高は、春先の低温、長梅雨等の天候の影響等による夏物クリアランスの不

振もあり、婦人衣料を中心に売上が低迷しました。また、化粧品及び美術・宝飾品は堅調に推移し前年

度実績を上回るものの、消費増税に伴う駆け込み需要が想定に届かず、前回発表予想を下回る見通しと

なりました。利益面につきましては、販売費、改装費等の節減に努めましたが、営業収益の減少を補う

には至らず、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益（または四半期純利益）はい

ずれも前回発表予想を下回る見通しとなりました。 

通期業績予想につきましては、当第２四半期累計期間の業績予想及び今後の業界動向を踏まえ、売上

予想を下方修正するとともに経費の見直しを行った結果、各利益段階において、前回発表予想を下回る

見通しとなりました。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において当社が入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいております。実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異

なる可能性があります。 

 

以 上 


